


　
本
荘
由
利
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
協
定
締
結
調
印
式
に
は
、

本
市
か
ら
柳
田
市
長
、
佐
々
田
教
育

長
が
、
に
か
ほ
市
か
ら
横
山
市
長
と

横
山
副
市
長
が
、
県
立
大
学
か
ら
は

小
林
俊
一
理
事
長
兼
学
長
、
柚
原
副

理
事
長
、
新
岡
理
事
兼
副
学
長
、
日

向
野
地
域
連
携
・
研
究
推
進
セ
ン
タ

ー
副
セ
ン
タ
ー
長
が
出
席
。
協
定
書

と
覚
書
に
署
名
し
た
後
、柳
田
市
長
、

横
山
市
長
と
小
林
理
事
長
が
笑
顔
で

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
協
定
書
で
は
、
連
携
協
力
を
図
る

事
項
と
し
て
、
次
の
三
点
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
人
材
育
成
や
交
流
の

推
進
な
ど
、
人
づ
く
り
に
関
す
る
こ

と
。
大
学
の
教
員
に
よ
る
市
民
向
け

の
公
開
講
座
の
開
催
、
学
生
が
事
業

所
で
体
験
を
積
む
大
学
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
」
に

か
か
る
両
市
の
協
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
や

さ
ら
な
る
交
流
事
業
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
地
域
産
業
の
振
興
や

地
域
経
済
の
発
展
を
推
進
す
る
た
め

の
共
同
研
究
・
提
言
な
ど
で
す
。
本

市
の
「
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
事
業
に
大
学
が
助
言
・

協
力
。
こ
れ
ま
で
の
産
学
連
携
な
ど

の
実
績
と
成
果
を
基
に
、
大
学
の
有

す
る
専
門
知
識
、
ア
イ
デ
ア
、
情
報

と
企
業
の
持
つ
技
術
力
な
ど
と
の
接

点
を
探
り
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
や
技
術
研
究
開
発
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
地
域
社
会
の
振
興
・

発
展
を
推
進
す
る
た
め
の
共
同
研
究

・
提
言
な
ど
で
す
。
観
光
、
ま
ち
づ

く
り
、
防
災
、
福
祉
、
健
康
、
環
境
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野
で
大
学
の

有
す
る
研
究
力
・
教
育
力
を
生
か

し
、
お
互
い
に
協
力
し
て
一
層
の
地

域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
連
携
協
力
の
期
間
は
五
年
で
、
随

時
更
新
の
予
定
で
す
。

　
こ
の
春
、
開
学
十
周
年
を
迎
え
る

県
立
大
学
と
本
市
が
連
携
協
定
を
結

ん
だ
こ
と
で
「
田
園
と
学
園
が
織
り

成
す
ま
ち
づ
く
り
」
が
さ
ら
に
加
速

で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

柳田 由利本荘市長
　私たちは常々、県立大学を
地域の誇りとして参りました。
開学10周年の記念すべき時
に調印でき、心強く思います。
これからも「まちは大学」と
いう思いで、相互に助け合っ
ていきたい。この包括協力協
定は今までの産学官の協力を
確認し、もう一歩進めようと
するものです。ご出席の先生
方、にかほ市と力を合わせて
頑張りたいと思っています。
 
横山 にかほ市長
　連携協力体制の確立によ
り、大学の持つ知識や研究成
果などが地域の活性化や発展
に大きく寄与するものと期待
します。にかほ市は県内でも
企業集積が進んでいますが、
世界的な同時不況で大変厳し
い社会経済情勢。今後大学の
力をお借りしながら、地域社
会の再生・発展の新しいスタ
ートに結びつけていきたい。
 
小林 理事長兼学長
　由利本荘市、にかほ市と大
学の間で連携協力協定を締結
できたことを心からありがた
く、お喜び申し上げます。由
利本荘市、にかほ市が秋田の
中でもハイレベルの工業集積
地であり、システム科学技術
学部がこちらに設置されたと
伺っています。県立大学の使
命は地域貢献。観光、あるい
は環境への貢献が強く求めら

れているように思われます。新しい技術、
新しい地域、新しい文化を生み出したい。

調印を終え握手を交わす、左から横山にかほ市長、小林理事長、柳田市長



　
優
れ
た
技
能
を
も
っ
て
、
長
年
に

わ
た
り
業
界
の
発
展
や
後
進
の
育
成

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
た
た
え

る
「
市
優
良
技
能
者
表
彰
式
」
が
二

月
二
十
三
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、

阿
部
悟
さ
ん
（
76
歳
・
東
由
利
蔵
・

建
築
大
工
業
）
、
�
橋
靖
一
さ
ん

（
73
歳
・
鳥
海
町
上
川
内
・
同
）、

吉
田
新
一
さ
ん
（
72
歳
・
岩
城
勝
手
・

同
）、
伊
藤
一
二
さ
ん
（
66
歳
・
石

脇
・
同
）、
神
坂
良
一
さ
ん
（
66
歳
・

滝
・
造
園
業
）
の
二
業
種
五
人
の
方
々

で
す
。  

　
柳
田
市
長
は
表
彰
状
の
贈
呈
に
続

き
、
「
栄
え
あ
る
受
賞
に
祝
意
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。
今
春
に
は
新
市
誕

生
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
地

域
の
新
し
い
時
代
を
創
造
し
て
い
く

原
動
力
は
人
づ
く
り
に
あ
り
、
培
わ

れ
た
熟
練
の
技
を
後
継
者
に
連
綿
と

継
承
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

優良技能者建築大工業・造園業５人を表彰 

左
か
ら
阿
部
さ
ん
、
　
橋
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、 

伊
藤
さ
ん
、
神
坂
さ
ん 

瑞宝双光章 
郵政事業功労 
 佐 藤 正 一さん 

（88歳・前郷） 

　佐藤さんは昭和14年に郵政事務官
となられ、由利郵便局長を務められ
るなど、35年間にわたり郵政事業を
通じて地域住民の生活の安定、通信
文化の向上に尽力されました。 

正六位瑞宝小綬章 
教育功労　 故 江幡直也さん 
　　　　　（中町・１月19日逝去・85歳） 
　昭和28年に教員となられ、花輪高
等学校長などを歴任され、31年間に
わたり教育の振興に尽力されました。 
 
従六位 
地方自治功労　故 川尻幾郎さん 
　　（東由利黒渕・１月22日逝去・85歳） 
　昭和39年から連続６期24年間、旧
東由利村（町）議会議員として地方自
治の発展に尽力されました。 

従六位瑞宝双光章 
教育功労　故 木谷豊四さん 
　　　（表尾崎町・１月25日逝去・75歳） 
　昭和26年に教員となられ、本荘北
中学校長などを歴任、39年間にわた
り学校教育の向上に尽力されました。 
　 
旭日双光章 
地方自治功労　故　佐藤林儀さん 
　　　（鳥海町伏見・１月17日逝去・79歳） 
　昭和47年から通算21年余りの間、
旧鳥海村（町）議会議員として地方自
治の発展に尽力されました。 

　
こ
の
自
然
豊
か
な
由
利
本
荘
に
暮
ら
し 

て
も
ら
う
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、 

観
光
・
体
験
交
流
に
よ
る
農
山
村
の
活
性 

化
を
探
る
た
め
「
豊
か
な
大
地
に
暮
ら
し 

て
み
よ
う
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
二
月
二
十
四 

日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
市
民 

や
市
関
係
者
な
ど
約
百
五
十
人
が
参
加
し 

ま
し
た
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
柳
田
市
長
は

「
人
生
を
楽
し
く
暮
ら
せ
る
の
は
、
私
た

ち
の
農
村
で
は
な
い
か
。
都
会
の
方
に
豊

か
な
大
地
で
自
分
の
生
涯
を
、
あ
る
い
は

子
ど
も
た
ち
を
呼
ん
で
、
地
域
を
活
性
化

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
施
策
と
し
て
く

み
上
げ
ま
し
た
。
今
の
こ
の
暗
い
世
相
を

吹
き
飛
ば
せ
る
よ
う
に
今
日
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
一
歩
で
も
二
歩
で
も
前
進
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

【
第
一
部
】
基
調
講
演 

　
「
『
農
山
漁
村
地
域
の
活
性
化
』
〜
観 

光
推
進
の
可
能
性
〜
」
と
題
し
て
、
国
際 

教
養
大
学
の
熊
谷
嘉
隆
教
授
に
よ
る
基
調 

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
日
本
の 

人
口
減
少
に
ふ
れ
「
過
疎
対
策
・
限
界
集 

落
対
策
は
、
食
料
自
給
率
を
上
げ
る
た
め 

に
も
国
の
重
要
施
策
で
必
然
。
人
口
減
少 

イ
コ
ー
ル
衰
退
な
の
か
。
人
口
集
中
（
過 

密
）
と
過
疎
の
利
益
と
弊
害
を
考
え
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
。
ま
た
、
今
の 

日
本
と
同
じ
状
況
だ
っ
た
一
九
六
〇
年
代 

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
打
開
策
と
し
て
観
光 

が
推
進
さ
れ
た
こ
と
や
現
在
の
観
光
産
業 

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
「
宿
泊
客
が
少
な
い
」「
冬
期
の

観
光
客
が
少
な
い
」
な
ど
、
本
市
の
観
光

の
現
状
と
課
題
に
も
ふ
れ
、
観
光
の
推
進

に
つ
い
て
は
「
日
本
全
国
ど
こ
の
地
域
も

必
死
。
相
当
な
決
意
と
工
夫
、
連
携
が
必

要
で
非
常
に
大
き
な
問
題
。
い
い
計
画
が

あ
っ
て
も
継
続
的
に
推
進
す
る
人
が
い
な

け
れ
ば
、
絵
に
描
い
た
餅
で
あ
る
」
と
人

材
の
育
成
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。
熊
谷
教
授
が
講
演
で
話
さ
れ
た

「
本
市
観
光
の
課
題
」
と
「
留
意
点
」
「
総

括
」
を
５
ペ
ー
ジ

に
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
第
二
部
】
意
見
交
換
会 

　
基
調
講
演
を
行
っ
た
熊
谷
教
授
を
コ
ー 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
東
由
利
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
会
長
の
金
子
拓
雄
さ

ん
、（
株
）秋
田
ニ
ュ
ー
バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
代

表
取
締
役
の
鈴
木
幸
夫
さ
ん
、
市
観
光
協

会
理
事
の
佐
藤
公
さ
ん
の
三
人
の
パ
ネ
ラ

ー
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
金
子
さ
ん
は
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
な
ど
の 

農
業
体
験
、
鈴
木
さ
ん
は
菜
の
花
の
バ
イ 

オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の 

精
製
利
用
、
佐
藤
さ
ん
は
旅
行
商
品
開
発 

事
業
や
ひ
な
街
道
な
ど
の
話
題
を
中
心
に 

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
三
人
は
「
あ
せ
ら
ず
互
い
に
納
得
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
」「
日
本
に
誇

れ
る
も
の
を
一
番
に
や
っ
て
み
な
い
か
」

「
こ
の
会
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
異
業
種
間

の
情
報
交
換
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

最
後
に
熊
谷
教
授
が
「
異
業
種
の
方
々
が

意
見
交
換
で
き
る
場
を
ぜ
ひ
設
定
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
日
本
で
十
四
番
目
に
広
い

面
積
（
神
奈
川
県
の
約
半
分
）
の
由
利
本

荘
市
。
新
市
と
し
て
の
連
帯
感
も
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
実
験
的
に
や
っ
て

み
る
こ
と
を
提
案
し
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

「人材の育成が大切」と 
基調講演を行った熊谷教授 

佐藤さん 鈴木さん 金子さん 

＜本市の観光推進の課題＞ 
●宿泊客数が極めて少ない（通

　過型が多い、客単価が少ない、

　経済波及効果が少ない） 

●冬期観光客数が少ない（11月

　～３月が極端に落ち込む） 

●宿泊客の満足度が低い 

●土産物（売れそうなものはあ

　るが、買うまで至らない） 

＜観光推進の留意点＞ 
●資源が豊富だからといって観

　光推進できるわけではない（ど

　こにでも美味しいもの、景観

　はある） 

●日本全国どこの地域も必死 

●差別化・ブランド化（よほど

　の要素・印象が必要） 

●観光は業種横断的産業 

●環境に配慮しない推進計画は

　地域資源の損傷をもたらす 

●立派な計画があっても担い手

　を育てないと中途半端に終わる 

＜講演の総括＞ 
●観光は地域活性化の有効な手

　段になり得る 

●競合地域がひしめく中でどう

　由利本荘地域を差別化・ブラ

　ンド化していくかが課題 

●観光はサービス業である 

●観光推進には業種横断的な取

　り組みが必要 

●いい計画があってもそれを継

　続的に推進していく人材がな

　ければ絵に描いた餅。客観的

　視点、マーケティング、広報、

　デザインにたけた人材の育成・

　確保が必要 

お　い 

新緑の桃野畑地（矢島地域）から鳥海山を望む－ 



　「トリプルクロス ジャパンカップ
インヤシマ」が２月21日、鳥海高原矢
島スキー場で開催されました。出場し
た45人の選手は、スタートで自分の名
前がコールされると、手を振り雄叫び
を上げるなど気合いは十分。優勝を目
指す選手たちは我先にとコースを駆け
抜けました。 

　「雪上野球Ｗ杯東由利大会」が２月
22日、小学生・一般の部計16チームが
参加し、東由利野球場で行われました。
雪上ならではの特別ルールで行われ、
華麗なダイビングキャッチあり、雪に
足をとられての転倒ありと好プレー、
珍プレーの連続に会場は大いに盛り上
がりました。 

　
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
定

着
し
、
好
評
の
う
ち
に
開
催
さ
れ

て
い
る
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
。 

期
間
中
は
多
彩
な
催
し
が
各
地
で 

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
全
国
的
に
有
名
な
「
庄
内
ひ
な 

街
道
」
の
関
係
者
を
招
き
、
二
月 

二
十
二
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
で
開
催 

さ
れ
た
「
ゆ
り
の
お
ひ
な
っ
こ
シ 

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
。
庄
内
観
光
コ
ン 

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主
幹
の
　
山
良

雄
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
や
パ
ネ 

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

「
歴
史
や
文
化
、
伝
統
を
伝
え
る

お
ひ
な
様
を
観
光
資
源
と
し
て
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
」
な
ど
に
つ

い
て
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
荘
、
矢
島
、
岩
城
、
大
内
の 

資
料
館
・
美
術
館
に
加
え
、
各
地 

域
の
商
店
に
展
示
さ
れ
て
い
る
お 

ひ
な
様
を
巡
る
「
町
中
ひ
な
め
ぐ 

り
」
が
三
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
日
に
合
わ
せ
、
矢
島

駅
で
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
と
「
由

利
高
原
鉄
道
お
ひ
な
っ
こ
列
車
」

の
開
始
式
が
行
わ
れ
、
市
民
や
列

車
で
訪
れ
た
観
光
客
な
ど
約
千
人

が
参
加
。
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
実
行

委
員
会
の
鈴
木
清
委
員
長
は
「
城

下
町
の
趣
の
あ
る
こ
の
ま
ち
を
ゆ

っ
く
り
歩
い
て
、
矢
島
の
お
ひ
な

様
と
街
並
み
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
矢
島
保
育
園
の
年
長
児
た
ち

が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
「
ひ
な
ま

つ
り
」
の
歌
を
披
露
。
最
後
に
「
ひ

な
街
道
応
援
大
使
」
に
任
命
さ
れ

た
「
ス
ギ
ッ
チ
」
と
園
児
二
人
が

加
わ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
願
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
本
荘
・
矢
島
地
域
で
は 

「
ひ
な
菓
子
作
り
体
験
」
を
実
施
。 

本
荘
地
域
を
会
場
に
三
月
一
日
行 

わ
れ
た
体
験
に
は
、
約
五
十
人
が 

参
加
し
、
菓
子
職
人
の
指
導
の
も 

と
、
お
ひ
な
様
に
ち
な
ん
だ
上
生 

菓
子
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
加 

賀
谷
沙
織
ち
ゃ
ん
（
７
歳
・
秋
田 

市
）
は
「
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い 

な
い
か
ら
飾
っ
て
お
き
た
い
な
」 

と
、
完
成
し
た
自
慢
の
作
品
に
笑 

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
市
民
限
定
の
「
ひ
な
巡
り
バ
ス

ツ
ア
ー
」
が
三
月
三
日
〜
六
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
合
同
企
画
展
が

開
催
さ
れ
て
い
る
資
料
館
・
美
術

館
を
回
り
、
併
せ
て
矢
島
ひ
な
め

ぐ
り
が
コ
ー
ス
の
ツ
ア
ー
で
す
。

本
荘
発
の
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
佐
々

木
佐
和
子
さ
ん
（
76
歳
・
東
町
）

は
「
保
存
状
態
も
良
く
、
ど
の
お

ひ
な
様
も
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

見
た
こ
と
の
な
い
お
ひ
な
様
が
見

ら
れ
、
大
変
楽
し
か
っ
た
。
来
年

も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」
は
三
月

二
十
二
日
ま
で
、
合
同
企
画
展
「
由

利
本
荘
ひ
な
街
道
〜
春
を
告
げ
る

お
ひ
な
っ
こ
」
は
四
月
十
九
日
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ひ
な
街
道
を
巡

り
、
春
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、

由
利
本
荘
の
歴
史
探
訪
に
出
か
け

て
み
ま
せ
ん
か
。 

各
商
店
に
飾
ら
れ
た
昔
な
が
ら
の
お
ひ
な
様
に
出
合
え
ま
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
・
22
日
ま
で
） 

な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と 

の
な
い
上
生
菓
子
作
り
に 

皆
さ
ん
真
剣
な
表
情 

（
ひ
な
菓
子
作
り
体
験
） 

春を告げる「桜」と「ひさご」の作品 

　４月から新１年生になる子どもたちを 
対象に「入学おめでとう大会」が２月21 
日、本荘文化会館で行われました。ステ 
ージ発表では小学生児童たちがこの日の 
ために練習した器楽演奏や歌、踊り、演 
武を披露するなど、集まった親子連れ約 
800人は楽しいひとときを過ごしました。 

　第22回鳥海生涯学習発表会が２月22日、
紫水館で開催され、およそ250人の観客
が実践発表や江戸紙切りパフォーマンス
の桃川忠さんの巧みな技、津軽三味線奏
者・渋谷幸平さんたちの迫力ある演奏な
どを通じ、多彩な学びの成果に接しなが
ら心豊かなひとときを満喫しました。 

おひな様とお内裏 
様に扮した佐々木 
莉湖ちゃん（右）と 
佐藤利生君 

り　こ 

り　う 

「
矢
島
の
ひ
な
め
ぐ
り
を
楽
し
ん 

で
く
だ
さ
い
」
矢
島
保
育
園
の
み 

ん
な
が
歓
迎
し
ま
し
た 

ゆりのおひな様を巡って－ 
（ひな巡りバスツアー） 
矢島・大井家（右）、矢島 
郷土文化保存伝習施設 
（中）、本荘郷土資料館（左） 

参
加
者
全
員
で
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
願
い
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

（
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
・
由
利
高
原
鉄
道
お
ひ
な
っ
こ
列
車
開
始
式
） 

「庄内ひな街道」に学ぶ－ 
（ゆりのおひなっこシンポジウム） 

い 

お
も
む
き 

ま
ち
な
か 

！！ 



国民健康保険
シリーズ 最終回

●表①　自己負担限度額（月額：70歳未満の人）

所得区分 ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額※１

（上位所得以外の
住民税課税世帯）

一般 80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

150,000円＋
（総医療費－500,000円）×１％

44,400円

83,400円

24,600円

上位所得者※２

住民税非課税世帯 35,400円

※１　過去12カ月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合の
　　　自己負担限度額となります。
※２　基礎控除後、総所得金額が600万円を超える世帯が該当。
　　　また、所得の申告をしていない人も上位所得者となります。

●
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

　
医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
額
は
、
月
額
で
限
度
額
が
設
定
さ
れ

て
お
り
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

と
な
っ
て
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
超
え
た
分
が

後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
慢
性
疾
患
な
ど
、

治
療
費
が
か
さ
む
場
合
な
ど
に
被
保
険
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

〈
申
請
の
順
序
〉

①
該
当
す
る
場
合
に
は
、
国
保
か
ら
世
帯

　
主
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。
（
診
療
月
の

　
２
カ
月
後
以
降
に
通
知
し
ま
す
）

②
通
知
書
と
国
保
の
保
険
証
・
印
鑑
・
医

　
療
費
の
領
収
書
・
世
帯
主
の
通
帳
を
持

　
っ
て
、
市
民
生
活
課
も
し
く
は
、
各
総

　
合
支
所
市
民
課
で
申
請
を
し
ま
す
。

③
国
保
か
ら
支
給
決
定
通
知
書
を
送
付
し
、

　
指
定
口
座
へ
高
額
療
養
費
が
振
り
込
ま

　
れ
ま
す
。

●
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
は
―

　
70
歳
未
満
と
70
〜
74
歳
の
人
で
は
、
自

己
負
担
限
度
額
や
計
算
方
法
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
、
70
歳
未
満
の
人
の
場
合

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
そ
の
世
帯
の
所

得
状
況
に
よ
り
三
つ
の
区
分
に
分
か
れ
ま

す
。
※
表
①
参
照

（
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
方
法
）

①
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、一
カ
月
（
暦

　
月
）
ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
。

②
二
つ
以
上
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
た
場

　
合
は
、
別
計
算
。

③
同
じ
医
療
機
関
で
も
歯
科
、
外
来
、
入

　
院
は
別
計
算
。

④
入
院
時
の
食
事
代
や
保
険
が
き
か
な
い

　
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
保
険
対
象
で
な
い

　
も
の
は
除
く
。

　
①
〜
④
に
分
け
て
一
部
負
担
金
を
計
算

し
た
う
え
で
、
総
医
療
費
を
算
出
し
表
①

に
照
ら
し
合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。

（
総
医
療
費
＝
一
部
負
担
金
／
３
×
10
）

世
帯
合
算
が
で
き
る
場
合
（
70
歳
未
満
）

　
一
つ
の
世
帯
内
で
、
同
じ
月
に
２
万
千

円
以
上
の
自
己
負
担
額
を
２
回
以
上
支
払

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
合
算
す
る

こ
と
が
で
き
、
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
高
額
療

養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
詳
し
く

は
、
「
高
額
療
養
費
の
計
算
例
」
参
照
）

入
院
す
る
場
合
に
は
、
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
の
交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　
入
院
の
場
合
に
は
、
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
）

の
提
示
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
（
表
①
）
ま
で
と
な

り
ま
す
の
で
、
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち

に
な
り
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
な
い
場

合
は
、
総
医
療
費
の
３
割
が
請
求
さ
れ
ま

す
。
自
己
負
担
限
度
額
以
上
支
払
っ
て
い

る
場
合
に
は
、
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
人
に

　
は
認
定
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

２
、
70
〜
74
歳
の
人
の
場
合

　
自
己
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
の
所
得
状

況
に
よ
り
、
三
つ
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。

※
表
②
参
照

〈
外
来
の
場
合
〉

　
個
人
ご
と
に
計
算
し
、
表
②
内
の
「
外

来
（
個
人
ご
と
）
」
の
限
度
額
を
適
用
し

ま
す
。

〈
入
院
の
場
合
〉

　
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
高
齢

受
給
者
証
の
負
担
割
合
に
よ
り
、
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
の
場
合
は
、「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
提
示
に
よ
り
、
さ
ら
に
減
額
と
な
る
た

め
、
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち
に
な
り
交

付
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
自
己
負
担
限
度
額
の
計
算
方
法
）

①
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、
一
カ
月（
暦

　
月
）
ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
。

②
外
来
は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
ま
す
が
、

　
入
院
を
含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯

　
内
で
70
〜
74
歳
の
人
を
合
算
。

③
病
院
・
診
療
所
・
歯
科
・
調
剤
の
区
別

　
な
く
自
己
負
担
額
を
合
算
。
食
事
代
や

　
保
険
が
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ト
代
な
ど
、

　
保
険
対
象
で
な
い
も
の
は
除
く
。

　
①
〜
③
に
分
け
た
上
で
表
②
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
計
算
し
ま
す
。
（
現
役
並
み
所

得
者
※
１
の
人
は
、
総
医
療
費
を
算
出
し

計
算
す
る
）

（
総
医
療
費
＝
一
部
負
担
金
／
３
×
10
）

３
、
70
歳
未
満
と
70
〜
74
歳
の
人
が

　
同
じ
世
帯
で
自
己
負
担
額
を
合
算

　
し
て
限
度
額
を
超
え
た
場
合

①
70
〜
74
歳
の
人
の
高
額
療
養
費
を
計
算

　（
表
②
参
照
）

②
①
の
額
に
70
歳
未
満
の
人
の
合
算
対
象

　
額
（
２
万
千
円
以
上
の
自
己
負
担
額
）

　
を
加
え
、
70
歳
未
満
の
人
の
自
己
負
担

　
限
度
額
（
表
①
）
を
適
用
し
、
超
え
た

　
部
分
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し
ま

　
す
。

●表②　自己負担限度額（月額：70～74歳の人）

所得区分

一般 12,000円 44,400円

24,600円

15,000円

44,000円現役並み所得者（※１）

8,000円

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯単位）

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

低所得者
Ⅱ（※２）

Ⅰ（※３）

※１　高齢受給者証の一部負担割合が３割となっている人   
※２　同一世帯の世帯主および国保被保険者が低所得｡（※３）以外の人   
※３　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所
　　　得が必要経費・控除（年金所得は、控除額を80万円として計算）を差し引
　　　いたときに０円となる人

（支払い例）
　●●病院の外科診療１カ月の自己負担額９万円支払
った。
総医療費＝９万円／３×10＝30万円
表①にあてはめると…
（Ａ）自己負担限度額＝80,100円＋（30万円－26万７
　千円）×１％＝80,430円
高額療養費＝９万円（自己負担額）－（Ａ）＝9,570
　円が申請により支給されます。

（支払い例）
　夫が外来で１カ月の自己負担額２万円支払い、妻が
入院で１カ月の自己負担額４万円支払った。
表②にあてはめると…
（Ａ）自己負担限度額＝外来＋入院（世帯単位）なの
　で44,400円
高額療養費＝６万円（自己負担額）－（Ａ）＝15,600
　円が申請により支給されます。

（支払い例）
　父（72歳）が外来で１カ月の自己負担額２万円（１
割負担）支払い（総医療費：20万円）、子（45歳）が
入院で１カ月の自己負担額７万５千円支払った（総医
療費：25万円）。

①父（72歳）の自己負担限度額は12,000円（表②参照）
　のため、
（Ａ）父の高額療養費＝20,000円（自己負担額）－
　12,000円（自己負担限度額）＝8,000円
②父・子の自己負担（限度）額を合算
（Ｂ）世帯としての自己負担額＝12,000円（父の自己
　負担限度額）＋75,000円（子の自己負担額：限度額
　内）＝87,000円
③世帯の総医療費を合算し、世帯としての自己負担限
度額を計算（70歳未満の自己負担限度額を適用）
　※表①参照
（Ｃ）世帯としての自己負担限度額＝80,100円＋
　（45万円－26万７千円）×１％＝　81,930円
④世帯としての高額療養費を計算
（Ｄ）世帯としての高額療養費＝（Ｂ）－（Ｃ）＝5,070円
合算した高額療養費＝（Ａ）＋（Ｄ）＝13,070円が
　申請により支給されます。



　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
由
利
地
域
　
　
２
戸
（
滝
沢
舘
） 

▽
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

　
岩
城
地
域
　
　
１
戸
（
田
町
） 

▽
公
共
住
宅

　
鳥
海
地
域
　
　
１
戸
（
笹
子
）

▽
公
共
住
宅
（
若
者
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸
（
吉
野
）

▽
申
し
込
み
期
限
　
３
月
25
日（
水
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

　
都
市
計
画
課（
☎
24
―
６
３
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　
本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
６
月
末

か
ら
企
画
展
「
さ
よ
う
な
ら
！
“昭

和
の
由
利
橋
”」
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
現
在
の
由
利
橋
の

古
い
写
真
を
お
貸
し
い
た
だ
け
る
方

と
由
利
橋
の
思
い
出
に
関
す
る
「
手

記
（
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以

内
）」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間
　
５
月
15
日（
金
）ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
郷
土
資
料

　
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）

▽
活
動
内
容
　
子
吉
川
に
関
す
る
情

　
報
提
供
（
不
法
投
棄
な
ど
）

▽
募
集
人
員
　
２
人

▽
応
募
資
格
　
子
吉
川
に
接
す
る
機

　
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
の

　
あ
る
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

▽
報
酬
　
月
額
４
千
５
百
円
程
度

▽
任
期
　
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
期
限
　
４
月
20
日（
月
）

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
国
土
交

　
通
省
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
（
☎

　
０
１
８
―
８
６
４
―
２
２
９
０
）

　
本
荘
駅
前
商
店
街
な
ど
の
空
き
店

舗
を
利
用
し
て
、
開
店
開
業
に
向
け

た
ト
ラ
イ
ア
ル
営
業
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
市
が
家
賃
を
負
担
し
ま
す
。

▽
対
象
空
き
店
舗
　
中
心
市
街
地
区

　
域
（
本
荘
駅
前
商
店
街
な
ど
）
の

　
空
い
て
い
る
店
舗

▽
対
象
事
業
　
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス

　
業
な
ど
商
店
街
の
活
性
化
に
寄
与

　
で
き
る
も
の

▽
入
居
対
象
期
間
　
平
成
21
年
度
中

　
の
６
カ
月
程
度
（
更
新
可
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
振
興
課

　（
☎
24
―
６
３
７
２
）

※
家
賃
は
無
料
で
す
が
、
光
熱
水
費

　
な
ど
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

①
ワ
ー
ド
初
級
　
４
月
20
日（
月
）

②
ワ
ー
ド
中
級
　
４
月
21
日（
火
）

③
エ
ク
セ
ル
初
級
　
４
月
27
日（
月
）

④
エ
ク
セ
ル
中
級
　
４
月
28
日（
火
）

⑤
締
固
用
機
械
特
別
教
育
（
ロ
ー
ラ

　
ー
・
機
体
重
量
無
制
限
）
　
５
月

　
12
日（
火
）〜
13
日（
水
）

※
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

　
時
30
分
（
⑤
の
み
、
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時
）
。
受
講
日
数
に
応
じ

　
て
受
講
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
資
格
　
市
内
在
住
で
雇
用
保

　
険
の
受
給
資
格
の
な
い
離
職
者
で

　
あ
る
こ
と
（
求
職
者
に
限
る
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
３

　
月
31
日（
火
）ま
で
、
本
荘
由
利
職

　
業
訓
練
協
会（
☎
23
―
５
５
０
２
）

　
経
営
基
盤
強
化
に
資
す
る
機
械
や

施
設
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。
（
21

年
度
か
ら
、“
今
こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
”

農
業
夢
プ
ラ
ン
応
援
事
業
と
し
て
新

た
に
施
行
さ
れ
、
補
助
率
は
予
算
の

範
囲
内
と
な
り
ま
す
）

▽
対
象
者
　
農
業
法
人
・
認
定
農
業

　
者
・
認
定
就
農
者
・
集
落
営
農
組

　
織
・
農
産
業
受
託
組
織
な
ど
の
発

　
展
型
経
営
体
を
志
向
す
る
経
営
体

▽
対
象
作
物
　
麦
・
大
豆
、
あ
き
た

　
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
の
産
地
ブ
ラ

　
ン
ド
品
目
・
花
き
・
葉
た
ば
こ
・

　
畜
産
、
知
事
が
認
め
る
作
物

※
田
植
機
な
ど
稲
作
機
械
は
、
平
成

20
年
１
月
以
降
に
、
集
落
型
農
業
法

人
を
設
立
し
て
い
れ
ば
対
象
。
直
播

機
は
直
栽
培
面
積
15
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
が
条
件

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
事

　
業
費
を
見
積
も
り
の
う
え
、
３
月

　
31
日
（
火
）
ま
で
、
市
農
業
水
産

　
課
（
☎
24
―
６
２
３
４
）
ま
た
は

　
各
総
合
支
所
産
業
課
ま
で

　
現
在
の
大（
45
リ
ッ
ト
ル

）、
小（
25
リ
ッ
ト
ル

）の

ほ
か
、
４
月
中
旬
か
ら
資
源
専
用
ご

み
袋
に
「
ミ
ニ
（
15
リ
ッ
ト
ル

）
」
が
追
加

さ
れ
ま
す
。
少
量
の
カ
ン
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
用
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。こ
の
ご
み
袋
は
、

市
の
認
定
を
受
け
た
製
造
業
者
が
製

造
し
、一
般
小
売
店
が
販
売
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
生
活
環
境
課

　（
☎
24
―
６
２
５
３
）

▽
対
象
　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
身

　
体
障
害
者
手
帳（
１
〜
３
級
）の
交

　
付
を
受
け
た
在
宅
の
障
害
者（
児
）

　
の
う
ち
、
視
覚
、
平
衡
機
能
、
下

　
肢
、
体
幹
、
乳
幼
児
期
以
前
の
非

　
進
行
性
の
脳
病
変
に
よ
る
運
動
機

　
能
（
移
動
機
能
）
お
よ
び
内
部
障

　
害
者
（
児
）

▽
交
付
場
所
　
市
福
祉
支
援
課
お
よ

　
び
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

▽
申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手
帳
と

　
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ

　
さ
い

▽
補
助
額
　
利
用
券
１
枚
に
つ
き
、

　
小
型
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
（
基

　
本
料
金
超
過
分
は
自
己
負
担
）

▽
乗
車
区
域
な
ど
　
本
市
お
よ
び
に

　
か
ほ
市
内
。
利
用
期
間
は
４
月
１

　
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
福
祉
支
援
課

　
福
祉
班
（
☎
24
―
６
３
１
４
）

　
平
成
21
年
度
分
の
割
引
券
・
助
成

券
を
、
４
月
１
日
（
水
）
か
ら
交
付

し
ま
す
。
申
請
の
際
は
、
被
保
険
者

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
入
浴
施
設
の
入
湯（
浴
）料
割
引
券
】

▽
対
象
　
今
年
４
月
１
日
現
在
で
満

　
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
14
年
４
月

　
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
、
身

　
体
障
害
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る

　
満
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和
19
年
４

　
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

▽
年
度
交
付
枚
数
　
一
人
５
枚（
200 

　
円
割
引
券
×
５
枚
）

【
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

  

施
術
費
助
成
券
】

▽
対
象
　
今
年
４
月
１
日
現
在
で
満

　
65
歳
以
上
の
方

▽
年
度
交
付
枚
数
　
一
人
５
枚
（
１

　
千
円
助
成
券
×
５
枚
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
・
交
付
場
所
　
市

　
長
寿
支
援
課（
☎
24
―
６
３
２
２
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保
健
課

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
小
・
中
学

校
に
在
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者

で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
方
へ
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
世
帯
員
全
員
の
所

得
額
ま
た
は
収
入
額
が
認
定
基
準
額

以
下
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
申
請
方
法
　
市
教
育
委
員
会
学
校

　
教
育
課
ま
た
は
各
教
育
学
習
課
に

　
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の

　
上
、
必
要
書
類
と
も
に
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
随
時
受
け
付
け
を
し

　
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
新
た
に

　
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
児
童

　
生
徒
の
場
合
は
、
３
月
31
日（
火
）

　
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
就
学
援
助
を
受
け
て
い
る

　
方
の
申
請
は
不
要
で
す

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
教
育
委
員
会

　
学
校
教
育
課（
☎
24
―
６
２
８
９
）

　
ま
た
は
各
地
域
の
教
育
学
習
課

　
３
月
の
木
曜
日
は
窓
口
を
午
後
８

時
ま
で
延
長
し
、
市
税
の
納
付
と
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
設
場
所
　
市
収
納
課
窓
口（
本
庁
）

▽
開
設
日
時
　
３
月
19
日
、
26
日
の

　
木
曜
日
　
午
後
８
時
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
担
当
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
石
脇
地
区
】
伊
藤
洋
子
（
☎
24
―

　
３
４
５
９
）
担
当
区
域
…
松
美
町

　
（
尾
花
沢
）

【
鳥
海
地
区
】
村
上
喜
一
郎
（
☎
59

　
―
２
７
２
０
）
担
当
区
域
…
下
ノ

　
宮
、
野
宅
、
上
野
宅

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
福
祉
支
援
課

　（
☎
24
―
６
３
１
５
）

▽
と
き
　
３
月
23
日
（
月
）
、
28
日

　（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ
　
鶴
舞
会
館

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
市
社
会

　
福
祉
協
議
会
本
荘
支
所 

　
　
　
　
　
　
　（
☎
24
―
３
６
３
４
）

　
世
界
天
文
年
２
０
０
９
の
世
界
企

画
の
一
つ
で
、
世
界
中
の
人
々
に
天

体
を
望
遠
鏡
で
見
て
感
動
し
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。（
当
日
受
け
付
け
）

▽
と
き
　
４
月
４
日（
土
）午
後
６
時

　
30
分
〜
８
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
市
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
春
の
星
座
、
月
、
土
星

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
理
科
教
育
セ

　
ン
タ
ー
（
☎
22
―
３
１
６
６
）

　
平
成
６
〜
19
年
ま
で
10
次
に
わ
た

る
本
荘
城
跡
発
掘
調
査
の
様
子
を
写

真
や
出
土
品
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。
中
世
以
降
の
様
子
の
一
端
が

う
か
が
え
る
貴
重
な
出
土
品
の
数
々

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
月
曜
日

休
館
、
入
館
無
料
で
す
）

▽
展
示
期
間
　
４
月
30
日（
木
）ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
修
身
館
（
☎
28

　
―
４
７
２
２
）

　
恵
み
豊
か
な
自
然
か
ら
の
贈
り
物

「
ハ
チ
ミ
ツ
」
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ミ
ツ
バ
チ
の

巣
か
ら
で
き
た
思
い
思
い
の
キ
ャ
ン

ド
ル
で
灯
り
を
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
３
月
20
日
（
金
・
春
分
の

　
日
）
午
後
２
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ
　
旧
鮎
川
小
学
校

▽
対
象
　
小
学
生
以
上
の
ど
な
た
で

　
も
参
加
可
能
（
先
着
70
人
）

※
参
加
無
料
、
事
前
に
申
し
込
み
が

　
必
要
で
す

▽
講
師
　
ハ
チ
蜜
の
森
キ
ャ
ン
ド
ル

　（
山
形
県
朝
日
村
）安
藤
竜
二
さ
ん

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
由
利
地
域
振
興
局
森
づ
く
り
推
進

　
課
（
☎
22
―
８
３
５
１
）

▽

試　験　名 第1次試験日受　付　期　間

Ⅰ種（大卒程度） ４／１～４／８

６／２３～６／３０

①４／１３～４／２２
②４／１１～４／１５

５／３（日）

９／６（日）

６／２１（日）

Ⅲ種（高卒程度）

Ⅱ種（　 〃 　）

あ
か

と
も

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

現在の由利橋（左）と
４月から通行可能予定
の仮橋



医療機 ▽
 

▽
 

▽
 

国民年金は、老齢基礎年金だけでなく、障害基礎年金、遺族基礎年金
が設けられており、私たちの暮らしを手厚く守ってくれています。 

　平成21年４月分から、国民年金保険料の月額
は14,660円になります。納付書は４月上旬に社
会保険庁から送付されます。毎月の保険料を翌
月の末日までに納めてください。 

　保険料は各金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、
コンビニエンスストアでの納付となります。 
　納め忘れの心配がない便利な口座振替もほと
んどの金融機関でご利用になれます。 

保険料を未納のまま放置すると･･･  
　老齢基礎年金の年金受給額が低くなっ
たり、年金そのものを受けられなくなる
恐れがあります。 

※お得な『前納制度』を、ぜひご利用ください。 
『前納制度』…１年分または６カ月分の保険料を前
　　　　　　　払い（前納）すると割引になる制度
　　　　　　　です。 

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 

毎月納付 14,660円 87,960円 175,920円 

前納すると… 
【割引額】 

－ 87,250円 
【710円】 

172,800円  
【3,120円】 
 

　
町
内
会
員
の
連
携
で
火
災
被
害 

を
最
小
限
に
抑
え
た
活
動
を
た
た 

え
、
大
内
地
域
の
新
沢
町
内
会
（
奥 

山
正
雄
会
長
）
に
対
し
二
月
二
十 

七
日
、
消
防
協
力
団
体
と
し
て
市 

消
防
本
部
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ 

れ
ま
し
た
。 

　
新
沢
町
内
会
は
同
町
内
で
一
月

二
十
六
日
に
発
生
し
た
建
物
火
災

の
際
、
町
内
会
員
が
連
携
し
て
消

防
署
へ
通
報
す
る
と
と
も
に
火
事

ぶ
れ
を
し
、
消
火
器
と
消
火
栓
を

使
っ
た
消
火
活
動
で
火
の
勢
い
を

衰
え
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
迅
速
で

果
敢
な
活
動
が
な
け
れ
ば
延
焼
拡

大
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

に
訪
れ
た
佐
藤
文
夫
副
会
長
は
「
こ

の
あ
と
は
絶
対
に
火
災
の
な
い
町

内
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

中村消防長から佐藤副会長へ感謝状と 
記念品が贈られました 

な
　
じ 

三ツ方森の山焼きで地元の方々と記念写真 
（昨年４月に山本さんら学生９人が参加） ホップ・ステップ・キャンパスでミニかまくら 

（右から２番目が曽雌さん） 

お
も
む
き 

▼遊泳館 



　
鶴
舞
小
学
校
と
石
沢
小
学
校
で
二
月
二

十
日
、
童
話
作
家
の
や
え
が
し
な
お
こ
さ

ん
を
招
き
、
図
書
館
と
学
校
と
の
連
携
事

業
の
一
環
で
あ
る
「
著
者
と
語
る
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
鶴
舞
小
学
校
で
は
五
年
生
全
員
の
八
十

五
人
、
石
沢
小
学
校
で
は
全
校
児
童
七
十

八
人
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
。
や
え
が
し
さ
ん

が
本
を
書
い
た
と
き
の
動
機
や
、
作
品
で

表
現
し
た
か
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、「
読
書

は
読
む
人
を
ど
ん
な
世
界
へ
も
連
れ
て
い

っ
て
く
れ
る
」
な
ど
と
語
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
「
ど
ん
な
気
持
ち
で
作
品
を
書
く

の
で
す
か
？
」
、
「
お
話
し
を
つ
く
る
っ

て
難
し
い
で
す
か
？
」
な
ど
次
々
と
手
を

挙
げ
て
活
発
に
質
問
し
、
読
書
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

〈
や
え
が
し
な
お
こ
さ
ん
経
歴
〉 

　
岩
手
県
北
上
市
在
住
。
「
雪
の
林
」
で
椋

鳩
十
児
童
文
学
賞
、
新
美
南
吉
児
童
文
学
賞

を
受
賞
。
ほ
か
に
「
ペ
チ
カ
は
ぼ
う
ぼ
う
　

猫
は
ま
ん
ま
る
」
、
「
ど
っ
か
ら
太
郎
と
風
の

笛
」
な
ど
の
作
品
を
出
し
て
い
ま
す
。 

　
や
え
が
し
さ
ん（
左
）の
話
を 

　
熱
心
に
聞
く
児
童 

▼ 

〝

〟

〟

〝
　絵本やおはなしの楽しさを、子ども
たちの笑顔につなぐ活動をしています。 
例会日…毎週水曜日午後1時30分～3時 
場所…本荘図書館児童閲覧室内 
申し込み・問い合わせ先… 
　　　　　　　堀江さん（☎23‐2115） 

▼

■

Books Songs Health and Medical Treatment

■ 

▼ 　
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
虫
歯

予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
鳥
海
地
域
元
気
な
歯
っ
こ
協

議
会
」
の
本
年
度
三
回
目
、
協

議
会
と
し
て
は
最
後
の
会
議
が

二
月
二
十
日
、
鳥
海
荘
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
活
動
の
き
っ
か
け
は
平
成
十

三
年
度
の
鳥
海
地
域
の
三
歳
児

の
虫
歯
の
平
均
本
数
が
県
平
均

の
約
二
・
五
倍
と
な
る
六
・
一

本
で
県
内
最
多
だ
っ
た
こ
と
。

翌
十
四
年
度
は
五
・
五
本
と
わ

ず
か
に
減
っ
た
も
の
の
、
県
平

均
二
・
五
本
で
二
年
連
続
の
最

下
位
に
。
同
年
度
は
本
県
自
体

が
全
国
最
下
位
だ
っ
た
た
め
、

旧
鳥
海
町
が
事
態
の
改
善
を
目

指
し
て
平
成
十
六
年
三
月
に
県

事
業
「
住
民
主
体
型
歯
科
保
健

モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、

保
護
者
や
歯
科
医
師
、
行
政
が

連
携
し
状
況
改
善
、
予
防
対
策

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
平
成
十
七
年
度
か
ら
本
格
的

な
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
、
フ
ッ

素
塗
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
啓

発
用
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

配
布
、
山
形
県
大
蔵
村
と
交
流

す
る
な
ど
活
動
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が

奏
功
し
、
平
均
本
数
一
・
六
本

と
、
目
標
に
掲
げ
た
一
本
以
下

の
目
前
に
達
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
五
年
間
の
活
動
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
紙
芝
居
を
活
用
し
た
啓

発
な
ど
も
研
修
。
委
員
で
も
あ
る
歯
科

医
師
・
石
田
千
春
先
生
が
作
詞
し
、
地

元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
Ｈ
ｏ
ｔ
ｌ
ｉ

ｎ
ｅ
リ
ー
ダ
ー
・
茅
野
輝
繁
さ
ん
が
作

曲
、
鳥
海
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た

ち
が
合
唱
し
た
、
協
議
会
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
「
ま
も
り
た
い
…
〜
永
遠
に
…
」

の
発
表
会
の
こ
と
な
ど
も
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 

　
新
年
度
か
ら
自
主
活
動
へ
移
行
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
踏
ま
え
、
目
標
と
す
る
虫
歯
一
本
を

達
成
す
る
ま
で
継
続
す
べ
き
だ
」
「
ま

も
り
た
い
の
Ｃ
Ｄ
を
学
校
や
イ
ベ
ン
ト
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
流
し
て
は
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
活
動
評
価
、
受
賞
を
励
み
に 

　
地
道
な
活
動
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

同
協
議
会
は
平
成
十
八
年
十
月
に
は
、

(

財)

日
本
公
衆
衛
生
協
会
の
「
衛
生
教

育
奨
励
賞
」
に
、
昨
年
十
月
に
は(

財)

千
代
田
健
康
開
発
事
業
団
の
「
チ
ヨ
ダ

地
域
保
健
推
進
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
地
域
が
一

体
と
な
り
虫
歯
予
防
の
輪
を
広
げ
て
い

こ
う
と
、
委
員
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。 

　
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
Ｃ
Ｄ
は
希
望
者

に
は
実
費
で
頒
布
中
。
（
一
枚
五
百
円
。

送
料
別
途
）
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
事
務
局
ま
で
。  

（
☎
０
８
０
・
１
８
０
７
・
７
９
７
５
） 

鳥
海
地
域
元
気
な
歯
っ
こ
協
議
会 

イメージソングの発表や目標の達成などを話し合った協議会（右上） 

● 

● 

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
第
三
十

七
回
医
療
功
労
賞
」
の
県
表
彰
に
、

志
村
恭
子
さ
ん
（
68
歳
・
花
畑
町
）

が
選
ば
れ
、
二
月
五
日
に
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。 

       

　
志
村
さ
ん
は
、
三
世
代
家
族
の

子
ど
も
な
ど
の
虫
歯
が
多
い
こ
と

に
着
目
。
県
歯
科
衛
生
士
会
の
会

員
と
し
て
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
「
歯
を
み
が
き
ま
シ
ョ
ー
」
と

題
し
た
紙
芝
居
に
よ
る
予
防
活
動

の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ

人
を
訪
問
し
て
の
口
腔
ケ
ア
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
志
村
さ
ん
は
「
横

手
や
大
館
、
秋
田
で
の
シ
ョ
ー
、

個
別
訪
問
も
歯
科
衛
生
士
会
の
会

員
た
ち
と
伺
っ
た
も
の
で
、
み
ん

な
で
い
た
だ
い
た
賞
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

自
宅
で
の
診
療
や
指
導
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
す
。 

志
村
さ
ん
に
医
療
功
労
賞 

歯
科
保
健
指
導
に
尽
力 

　
初
瀬
武
美
さ
ん
（
秋
田
市:

創
和
技
術（
株
）会
長
）
が

作
詞
作
曲
し
た
�
鳥
海
山
麓
旅
情
�
の
Ｃ
Ｄ
が
昨
年
十
二

月
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
「
鳥
海
山
の
会
」
の
協
力
や
、
津
雲
優
さ
ん
の
補
作
曲

の
も
と
完
成
し
た
こ
の
楽
曲
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
メ
ロ
デ

ィ
ー
と
穏
や
か
な
歌
声
は
、
聴
く
も
の 

の
心
を
和
ま
せ
、
鳥
海
山
麓
の
情
景
を 

思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

※
希
望
者
に
は
実
費（
千
円
）で
頒
布
。 

 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
創
和
技
術（
株
） 

　
本
荘
支
店
（
☎
23
‐
０
５
０
７
） 

と
　
わ 
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△
△
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△
△
△
△

△
△
△
△

△
△

△
△
△

△
△
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■由利耕心大学講座受講生募集
　とき…４月～12月の毎月10日（祝日・土・
　日は変更有り）午前10時～午後３時（２
　講座）※開講式は４月10日（金）午前10時
　ところ…西目公民館「シーガル」
　講師…県内の大学教授、専門科目別の
　有識者、活躍している著名人など
　科目…社会、政治、経済、教育、文化など
　対象…50歳以上の人　　受講料…3,000円（年間）
　申し込み・お問い合わせ…３月30日（月）
　まで、事務局　森さん（☎33－3292） 
■地元出身者による新人演奏会
　山形大学地域教育文化部文化創造学科
音楽芸術コースの地元出身者の皆さんに
よる演奏会を開催します。多数拝聴くだ
さい。
　とき…３月20日（金）午後２時30分開演
　ところ…西目公民館「シーガル」
　入場料…無料
　お問い合わせ…熊谷友佳さん 
　　　　　　　　
■「陶芸」初心者無料体験教室
　この機会に陶芸を体験してみませんか。
お茶碗を作ります。
　とき…３月20日（金）午前10時～正午
　ところ…天鷺村陶芸工房
　材料費…1,500円（土、釉薬、焼成代）
　申し込み・お問い合わせ…創作工房ア
　トリエ遊　加賀さん（☎73－2919）
※人数に限りがありますのでお早めにお
　申し込みください。
■美味しい水を楽しむ会（楽水会）を開
　催します
　とき…３月25日（水）午前10時～正午
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　内容…①新年度事業計画づくり、②美
　味しい水の情報交換、③その他
　お問い合わせ…「美味しい水を楽しむ
　会」事務局　伊藤さん（☎23－1768）

■１カ月無料！太極拳講習会
【鶴舞会館】毎週木曜日・土曜日の午前
　９時30分～ 
【ポンパル】毎週日曜日・月曜日の午後
　１時30分～、毎週水曜日・土曜日の午
　前９時30分～　　※各２時間 
※希望者は会場に来てください。
　お問い合わせ…由利本荘市太極拳協会
　佐々木さん（☎090－2956－0348）
■第４回「地域を元気にしたい学習会」
　テーマ～地域の資源を活かす暮らし方～
　とき…３月28日（土）午後２時～４時30分
　ところ…矢島町公民館研修室
　内容…講演①「地域の資源を活かす方
　法にはどんなものがあるの？」講師：
　ＮＰＯ法人矢島フォーラム代表　太田
　良行さん、②「全国の事例紹介と起業
　の方法」講師：ＣＢ総合研究所所長細
　内信孝さん／ワークショップ
　参加費…500円（資料代）
　定員…50人
　主催…ＮＰＯ法人矢島フォーラム
　申し込み・お問い合わせ…矢島町青少
　年ホーム（☎56－2540）
■本荘山の会「山岳写真展」
　とき…４月３日（金）～５日（日）午前10時
　～午後５時（５日は午後４時まで）
　ところ…本荘文化会館地下
　入場料…無料
　お問い合わせ…「本荘山の会」事務局
　今野さん（☎23－3902）
■傘寿を祝う会
　とき…４月10日（金）午前11時～
　ところ…本荘グランドホテル
　会費…10,000円（お祓い・記念写真代
　含む）
　申し込み・お問い合わせ…３月31日（火）
　まで、武田さん（☎22－0033）、本荘
　グランドホテル（☎23－4511）

　本荘保育園、風の子保
育園、ひかり保育園の年
長児95人が２月24日、市
内のホテルでテーブルマ
ナーを学びました。

　卒園の記念にと開催さ
れたテーブルマナー教室。
ちょっぴりおめかしした
子どもたちは、慣れない
手つきながらも楽しく７
品を味わい、春から同じ
小学校に通うお友だちと
の交流を深めていました。
　４月から鶴舞小学校に
通う本荘保育園の佐々木
楓華ちゃん（６歳・田町）
は「ナイフとフォークを
使って食べるのは初めて
だったけど上手にできま
した。お家でもやってみ
たいな」と笑顔で話して
くれました。

　佐々木治郎さん（明治
42年２月21日生まれ・中
田代）に、市から賀詞と長
寿祝金が贈呈されました。
　これからもお元気でお
過ごしください。

らく すいお　　い

い

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます＜2月16日～28日受け付け分＞
藤村圭二氏（旧本荘市功労者・石脇）は２月17日 
永眠されました。同氏は生前、永年にわたり交 
通指導隊員を努められ、市民の交通安全意識の 
高揚と交通事故防止などに尽力されました。平 
成12年旧本荘市民生功労者顕彰79歳。 
古村喜彦氏（旧本荘市功労者・石脇）は２月25日 
永眠されました。同氏は昭和50年４月から連続 
６期24年間の永きにわたり、本荘市議会議員と 
して、この間、昭和62年５月から４年間副議長 
を務められるなど、地方自治の発展・向上と円 
滑な議会運営に尽力されました。平成６年旧本 
荘市自治功労者顕彰。82歳。
 

＜2月16日～28日受け付け分＞

人の
動き

２月末日現在・住民基本台帳

　３月１日号本紙17㌻中介護予防 

のための健康審査は「介護予防のた 

めの健康診査」の誤りです。

おわびして訂正します。

　音訳が初めての方も一緒に始めませんか。
　とき…４月６日、13日、20日、27日の毎
　週月曜日　午前10時～正午
　ところ…鶴舞会館第１学習室
　対象…声の広報に関心がある方
　内容…「広報ゆりほんじょう」を声で伝える
※託児有り。（事前に申し込みのこと）
　申し込み・お問い合わせ…４月３日（金）
　まで、那須さん（☎23－2170）

　秋田しんせい農業協同組合（阿部和雄代
表理事組合長）から２月24日、食育教材が
市教育委員会へ寄贈されました。
　佐々田教育長へ教材を手渡した阿部代表
理事組合長は「食の環境と、農業への理解

を深める学習に役立
ててほしい」と話し
ていました。
　寄贈された教材
は、市内の小学校５
年生全員へ配布さ
れ、食育教育に役立
てられます。

佐藤　柊太ちゃん（治広さん）石脇

小松　湊悟ちゃん（直鎮さん）石脇

小川　海凪ちゃん（哲也さん）石脇

　橋　琉星ちゃん（政治さん）三条

　西　秀希ちゃん（美秀さん）大鍬町

齋藤　彩香ちゃん（ 忍 さん）濡浜北

伊藤穂乃花ちゃん（雄太さん）川口 

土田　愛深ちゃん（直樹さん）石脇

小嶋　大聖ちゃん（正広さん）薬師堂

村上　優樹ちゃん（直樹さん）大浦

東海林煌成ちゃん（慎也さん）桜小路

目黒　脩太ちゃん（健介さん）一番堰

木島　怜海ちゃん（和輝さん）岩野目沢

齊藤　広翔ちゃん（広大さん）岩谷町

原田　湊翔ちゃん（和也さん）岩谷町

正木　百香ちゃん（一成さん）大内三川

伊藤　　怜ちゃん（ 真 さん）東由利老方

　西　　心ちゃん（昭博さん）西目町沼田

千田あゆみちゃん（直樹さん）西目町沼田

嶋崎伶桜奈ちゃん（公輔さん）西目町出戸

土田美結愛ちゃん（弘康さん）鳥海町下川内

原田　悠冬ちゃん（和徳さん）鳥海町下笹子

渡部　淳介さん
　　　　　（神沢・81歳）

渡辺　久一さん
　　　　（二番堰・86歳）

仁部　ノブさん
　　　　（一番堰・94歳）

藤島　孝一さん
　　　　　（石脇・83歳）

阿部　重夫さん
　　　　（玉ノ池・80歳）

由利源三郎さん
　　　　　（石脇・83歳）

佐藤　六郎さん
　　　　　（石脇・88歳）

五十嵐ヨシヨさん
　　　　　（石脇・91歳）

佐藤サタコさん
　　　　（二番堰・61歳）

村井ユキミさん
　　　　　（石脇・95歳）

堀　　ユキさん
　　　　（谷地町・91歳）

中村　堅吾さん
　　　　　（川口・68歳）

佐々木チセ子さん
　　　　　（親川・70歳）

佐々木　廣さん
 （出戸町字赤沼下道・76歳）

石黒　トメさん
　　　　　（後町・88歳）

後藤　イトさん
　　　　　（石脇・89歳）

作佐部三郎さん
　　　　　（石脇・68歳）

新井正二郎さん
　　　　　（鶴沼・69歳）

打矢　正二さん
　（矢島町七日町・84歳）

佐々木若子さん
　　　（岩城勝手・90歳）

入江　キヨヱさん
（岩城亀田愛宕町・74歳）

佐藤理一郎さん
　　　　（新上条・91歳）

　橋　ヨシさん
　　　　　（曲沢・93歳）

佐々木治郎助さん
　　　　　（川西・87歳）

佐藤　　悟さん
　　　　（岩谷麓・56歳）

遠藤　晴二さん
　　　　（岩谷麓・59歳）

鈴木　國義さん
　　　（東由利宿・83歳）

遠藤　ケフさん
　　　（東由利宿・77歳）

小松　勝典さん
　　（東由利田代・65歳）

根田　菊治さん
　　（東由利田代・74歳）

鈴木　正一さん
　　（西目町沼田・83歳）

釜台チヱノさん
　　（西目町出戸・92歳）

村上　　夫さん
　　（西目町沼田・86歳）

鈴木　正雄さん
　（鳥海町上川内・54歳）

土田美喜夫さん
　（鳥海町下直根・77歳）

佐藤喜代美さん
　（鳥海町上川内・91歳）

梶原　正市さん
　（鳥海町下笹子・69歳）

　橋　信藏さん
　（鳥海町上直根・56歳）

村上　廣政さん
　（鳥海町上笹子・60歳）
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投
票
で
き
る
方
は

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
方
は
「
平

成
元
年
四
月
十
三
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
本
年
一
月
四
日
以
前
か
ら
市
の
区
域

に
お
住
ま
い
に
な
り
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
」
で
す
。

　
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十
一

月
二
十
四
日
以
降
、
県
内
に
住
所
を
変
え

た
方
（
一
回
の
移
転
に
限
る
）
も
投
票
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
入
場
券
は
4
月
5
日
ご
ろ
郵
送

　
市
長
選
挙
と
市
議
補
欠
選
挙
、
県
知
事

選
挙
が
同
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
有

権
者
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
考
え
、
三
つ

の
選
挙
を
通
し
一
枚
の
投
票
所
入
場
券
に

し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
入
場
券
は
市
長
選
挙
と
市

議
補
欠
選
挙
の
告
示
に
合
わ
せ
、
四
月
五

日
ご
ろ
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
日
三
日
前
に
な
っ
て
も
配

達
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
・
投
票
時
間
は

　
お
送
り
す
る
入
場
券
に
「
投
票
所
・
投

票
で
き
る
時
間
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
を
お
届
け
し
ま
す

　
選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
の
二
日
前
ま

で
に
各
家
庭
に
お
届
け
し
ま
す
。
候
補
者

の
政
見
な
ど
が
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
投

票
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
即
日
、総
合
体
育
館
で

　
投
票
日
当
日
、
午
後
八
時
四
十
五
分
か

ら
市
総
合
体
育
館
（
岩
谷
町
）
で
開
票
作

業
を
行
い
ま
す
。
参
観
人
席
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、投
票
所
で
の
投
票
は

　
投
票
日
は
、
投
票
所
入
場
券
で
投
票
所

と
な
る
施
設
、
投
票
で
き
る
時
間
を
確
認

の
う
え
、
入
場
券
を
持
っ
て
投
票
区
の
投

票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
三
つ

の
選
挙
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
用
紙
が

異
な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
確
認
の
う
え
、

各
選
挙
の
候
補
者
の
氏
名
を
投
票
用
紙
に

お
書
き
く
だ
さ
い
。

　
投
票
用
紙
に
自
分
で
記
入
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
、
代
理
投
票
や
点
字
に
よ
る

投
票
も
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ
の

旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
入
院
や
出
稼
ぎ
中
な
ど
の
方
は

　
指
定
病
院
や
施
設
に
入
っ
て
い
る
方
は
、

そ
こ
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
病
院
長
ま
た
は
施
設
長
に
不
在
者

投
票
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
に
住
所
が
あ
り
、
長
期
出
張

や
出
稼
ぎ
な
ど
で
遠
く
に
お
住
ま
い
の
方

も
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
請
求
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は

 

　
重
度
の
障
害
を
持
つ
方
な
ど
で
「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
た
方
は
、

自
宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
の
投
票
用
紙
な
ど
の
請
求
期

限
は
四
月
八
日
で
す
が
、
所
用
の
手
続
き

す
べ
て
を
郵
便
で
取
り
扱
う
た
め
、
時
間

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
当
日
、投
票
所
に
行
け
な
い
方
は

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
「
期
日
前

投
票
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

■
受
付
期
間
　

・
市
長
選
挙
・
市
議
補
欠
選
挙

　
　
四
月
六
日（
月
）〜
十
一
日（
土
）

・
県
知
事
選
挙

　
　
三
月
二
十
七
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
〜
四
月
十
一
日（
土
）　

●
期
日
前
投
票
を
一
度
に
行
い
た
い
方
は

　
県
知
事
選
挙
の
告
示
日
の
翌
日（
三
月

二
十
七
日
）か
ら
市
長
選
挙
・
市
議
補
欠

選
挙
の
告
示
日（
四
月
五
日
）ま
で
は
、
知

事
選
挙
の
期
日
前
投
票
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
入
場
券
が
お
手
元
に
届
く
前
で
も
期
日

前
投
票
は
で
き
ま
す
が
、
三
つ
の
選
挙
を

同
時
に
期
日
前
投
票
と
し
た
い
方
は
、
四

月
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で
に
期
日
前
投
票

所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票
が
で
き
る
施
設
・
時
間

設
置
場
所

設
置
期
間

投
票
で
き
る
時
間

市
庁
舎
付
属
会
館

各
総
合
支
所

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー

セ
ン
タ
ー
本
荘
店

亀
田
、
下
川
大
内
、

上
川
大
内
、
直
根
、

笹
子
の
各
出
張
所

３
月
２７
日（
金
）

　
〜
４
月
１１
日（
土
）

４
月
６
日（
月
）

　
〜
４
月
１１
日（
土
）

午
前
８
時
３０
分

　
　
〜
午
後
８
時

午
前
８
時
３０
分

　
　
〜
午
後
６
時

午
前
９
時

　
　
〜
午
後
７
時

午
前
８
時
３０
分

　
　
〜
午
後
５
時

本
荘
地
域
の
各
町
内
会
で
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